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学び合い高め合う子どもの育成

－仲間とのかかわり合いの場における話合いの工夫を通して－

Ｉ研究の内容

I研究仮説

仲lMlとのかかわり合いの場において，「話合い」の工夫をすることにより，互いに

学び合い商め合う子どもが育成されるであろう。

２研究の内容

仲''１１とのかかわり合いの場における「話合い」の工夫をする。

（１）（''''''1とのかかわり合いの場について

迦材や教材，nＭ!)の工夫／腸の設定やiil11Miの工夫／教具やワークシートなどの

工夫など

（２）学び合い．高め合うための「話合い」について

洲題の意識化及びめあてのｊＷＴ化への'二夫／話合いへのステップの工夫／グル

ープ編成や話合いの形態の工夫／支援を必要とする子どもへの手立ての工夫など

（３）評llIiについて

’二lLL評価の工夫／'11互評｛illiの工夫など

１１成果とi{Ｍｎ

ｌ仲|H1とのかかわり合いの場について

（１）脳材や教材，活動の工夫

児童にとって身近なあるいは'三ＩｉｌＷＩＯな題材，話し合うことの必要性が感じられ'当１分

の考えをもつことのできる題材，りぱ(全員で脇ノノして解決していくことのできる趣材

などを取り＿上げることにより，輿１床'１８１心をリ|き'l'し，活性化させることができた。こ

のような活動の体験は，充実感や速成感，所肌意識などを高めることにもつながり，

他と意欲''１９にかかわり合いながら学び高め合う姿を見ることができた。

（２）場の設定やfl(;(iliの］:大

口発的な活動を促す掲示物などl1fIir的な教甑醗境の充実が効果的であった。また，

話合いの前に計画委員会で柱立てをしておいたり，’二1分の考えを書かせておいたり，

他のHIi1Ii))を見学させたり，メッセージカードを使わせたりするなど，話合いを活性化

するための事前の手立てもイ丁効であった。しかし，時|H1の確保が課題として残った。

（３）教具やワークシートなどの］:火

掲示物や板書などは，子どもたちにとって視覚的にとらえやすいものが効果的であ
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った゜また，発達の段階や学習形態にあったワークシートの工夫により，｜：1分の考え

の1ﾘ1確化，他との比較，発表の資料，Ii1illi1jの歩みのり畑１１，他のよさやli1身の変容への

気付きなどが可能となった。評llliや支援の資料にもなった。

２学び合い・商め合うための「話合い」について

（１）課題の意識化及びめあてのjWT化へのごl:夫

課趣を意識化させるために，板諜やカードを使って|ﾘ１１ill；化した。また，「話合いで

つかう力」を常時掲示することにより意誠化させることができた。しかし，iilMIIやめ

あて，「話合いでつかうノノ」など二「どもたちに意撤させたいものが多く，それらを無

理なくｌＭｌ１ｌできるよう，今後も検討を政ね手立てを研究していきたい。

（２）話合いへのステップの工夫

まずは，基本的な学:習規律の習得，発言のｌＩｌ１の提示，ＩｌＩ１き方の指導を低学年からし

ていくことが大切である。話合いの前のilli61iや巡行表のＩｉＭ１も有効であった。また，

｜奎1力解決の時'''１の確保，ペアや少人数でＩ11手を意識しながら伝え合う活動，全体での

検討など，スモールステップを設けることもイ｢効であった。更に，Ⅱ術的にスピーチ

や少人数での話合い，イ11千を意識し'1(拠を|ﾘlらかにしての説Iﾘ1などに取り組むことが

ノノのｌｉｉｌ」名に役立った。

（３）グループ編成や話合いの形態の工夫

ペアや少人数の設定は，どの子にも発言の機会を与えることができた。内容によっ

ては，類似した考えのグループ描成も効果的であった。話合いを行うときの座席配股

は，ＩLいの顔を見て集'１'して話し合うことができ，教l1iliの机'''１巡視もしやすい．の宇

型が効果的で，これは評(llliや支援にもイT効であった。

（４）支援を必要とする子どもへの手立ての工夫

ｒ1分の考えがなかなかもてない子には，絲験の振り返り例示が，発言を苦手とする

子どもには，事前の記述が効果｢１０であった。話合いのスモールステップ（ペア，少人

数，全体など）も発言の機会をｌｉｌｉやすことになり，全体のレベルアップにつながった。

また，学級全体での認め合う券ll11気やｲ'１手のことを考えた言動も敢要な要素であるこ

とが改めてわかった。

３評llliについて

｜÷|己評llliについては，iiMIlやめあて，「話合いの｢１１でめざす力」を常に意識させる

ためにも，ふりかえりカードが役立った。１枚ポートフォリオは，耶前・取組ｊ０１Ｉｌｌ１１ｌ１

・ZliF後のl皇|身の変溶もとらえることができた｡また，教l111iの子どもEl1解や評(l11il支援

にも役立った。

ワークシートやメッセージカードなどを使ったｲ'1瓦評Iiliは，時|M1の確保が課題であ

るが，互いのよさの認め合い，更なる改葬への気付き，次の学習への意欲の喚起など，

多くの効果が砿認された。

（研究主任三枝満美）

－６ 




